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【手続補正書】
【提出日】平成29年8月28日(2017.8.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　次式の化合物であって、
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【化１】

式中、
（ａ）ＲaおよびＲbはそれぞれ、他方から独立して、
（ｉ）水素；
（ｉｉ）アルキル中にヘテロ原子が場合によって存在してもよい、置換および非置換のア
ルキルを含むアルキル；
（ｉｉｉ）アリール中にヘテロ原子が場合によって存在してもよい、置換および非置換ア
リールを含むアリール；
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（ｉｖ）アリールアルキルのアリールまたはアルキル部分のいずれかにヘテロ原子が場合
によって存在してもよい、置換および非置換のアリールアルキルを含むアリールアルキル
；または
（ｖ）アルキルアリールのアリールまたはアルキル部分のいずれかにヘテロ原子が場合に
よって存在してもよい、置換および非置換のアルキルアリールを含むアルキルアリールで
あり；
（ｂ）Ｒ1およびＲ2はそれぞれ、他方から独立して
（ｉ）Ｒ1およびＲ2の少なくとも１つが水素以外であることを条件として、水素；
（ｉｉ）Ｒ1およびＲ2がともにアルキルであるときＲ1およびＲ2の少なくとも１つは少な
くとも約６個の炭素を有することを条件として、アルキル中にヘテロ原子が場合によって
存在してもよい、置換および非置換のアルキルを含むアルキル；
（ｉｉｉ）アリール中にヘテロ原子が場合によって存在してもよい、置換および非置換の
アリールを含むアリール；
（ｉｖ）アリールアルキルのアリールまたはアルキル部分のいずれかにヘテロ原子が場合
によって存在してもよい、置換および非置換のアリールアルキルを含むアリールアルキル
；または
（ｖ）アルキルアリールのアリールまたはアルキル部分のいずれかにヘテロ原子が場合に
よって存在してもよい、置換および非置換のアルキルアリールを含むアルキルアリールで
ある、化合物。
【請求項２】
　次式で表される、請求項１に記載の化合物。

【化２】

【請求項３】
　次式で表される、請求項１に記載の化合物。
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【化３】

【請求項４】
　請求項１に記載の化合物であって、
　Ｒ1およびＲ2の少なくとも一方は、次式で表されるものであり、
【化４】

　上式において、ｎは、約８から約１００である、化合物。
【請求項５】
　請求項１に記載の化合物であって、
　Ｒ1およびＲ2の少なくとも一方は、次式で表されるものであり、
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【化５】

　上式において、ｍ＋ｐは、約８から約１００である、化合物。
【請求項６】
　請求項１に記載の化合物であって、
　Ｒ1およびＲ2の少なくとも一方は、次式で表されるものであり、

【化６】

　上式において、ｑ＋ｒは、約８から約１００である、化合物。
【請求項７】
　請求項１に記載の化合物であって、
　Ｒ1およびＲ2の少なくとも一方は、次式で表されるものであり、
【化７】

　上式において、ｓ＋ｔは、約８から約１００である、化合物。
【請求項８】
　請求項１に記載の化合物であって、
　Ｒ1およびＲ2の少なくとも一方は、次式で表されるものであり、

【化８】

　上式において、ｕ＋ｖは、約８から約１００である、化合物。
【請求項９】
　請求項１に記載の化合物であって、
　Ｒ1およびＲ2の少なくとも一方は、次式で表されるものであり、

【化９】

　上式において、ｗ＋ｘは、約８から約１００である、化合物。
【請求項１０】
　請求項１に記載の化合物であって、
　Ｒ1およびＲ2の少なくとも一方は、次式で表されるものであり、
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【化１０】

　上式において、ｙ＋ｚは、約８から約１００である、化合物。
【請求項１１】
　請求項１に記載の化合物であって、
　Ｒ1およびＲ2の少なくとも一方は、次式で表されるものであり、

【化１１】

　上式において、ｅ＋ｆは、約８から約１００である、化合物。
【請求項１２】
　請求項１に記載の化合物であって、
　Ｒ1およびＲ2の少なくとも１つが少なくとも約１２個の炭素を有する、化合物。
【請求項１３】
　請求項１に記載の化合物であって、
　Ｒ6およびＲ7が結合して芳香環を形成する、化合物。
【請求項１４】
　次式の化合物であって、
【化１２】

［式中、
（ａ）ＲaおよびＲbはそれぞれ、他方から独立して、
（ｉ）水素；
（ｉｉ）約１から約１００個の炭素を有するアルキル中にヘテロ原子が場合によって存在
してもよい、置換および非置換のアルキルを含むアルキル；
（ｉｉｉ）約４から約２４個の炭素を有するアリール中にヘテロ原子部分が場合によって
存在する、置換および非置換アリールを含むアリール；
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（ｉｖ）約５から約１００個の炭素を有するアリールアルキルのアリールまたはアルキル
部分のいずれかにヘテロ原子が場合によって存在してもよい、置換および非置換のアリー
ルアルキルを含むアリールアルキル；または
（ｖ）約５から約１００個の炭素を有するアルキルアリールのアリールまたはアルキル部
分のいずれかにヘテロ原子が場合によって存在してもよい、置換および非置換のアルキル
アリールを含むアルキルアリールであり；
（ｂ）Ｒ1およびＲ2の少なくとも一方は、
（ａ）
【化１３】

上式において、ｎが約８から約１００である式、
（ｂ）

【化１４】

上式において、ｍ＋ｐが約８から約１００である式、
（ｃ）
【化１５】

上式において、ｑ＋ｒが約８から約１００である式、
（ｄ）
【化１６】

上式において、ｓ＋ｔが約８から約１００である式、
（ｅ）
【化１７】

上式において、ｕ＋ｖが約８から約１００である式、
（ｆ）
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【化１８】

上式において、ｗ＋ｘが約８から約１００である式、
（ｇ）
【化１９】

上式において、ｙ＋ｚが約８から約１００である式、
（ｈ）
【化２０】

上式において、ｅ＋ｆが約８から約１００である式、または
（ｉ）これらの組み合わせの式で表されるものであり、
（ｃ）Ｒ3、Ｒ4、Ｒ5、Ｒ6およびＲ7はそれぞれ、他方から独立して、
（１）約１から約１００個の炭素を有するアルキル中にヘテロ原子が場合によって存在し
てもよい、置換および非置換のアルキルを含むアルキル；
（２）約４から約２４個の炭素を有するアリール中にヘテロ原子が場合によって存在して
もよい、置換および非置換のアリールを含むアリール；
（３）約５から約１００個の炭素を有するアリールアルキルのアリールまたはアルキル部
分のいずれかにヘテロ原子が場合によって存在してもよい、置換および非置換のアリール
アルキルを含むアリールアルキル；
（４）約５から約１００個の炭素を有するアルキルアリールのアリールまたはアルキル部
分のいずれかにヘテロ原子が場合によって存在してもよい、置換および非置換のアルキル
アリールを含むアルキルアリール；
（５）ハロゲン、ヒドロキシ、アミノ、イミン、アンモニウム、ピリジン、ピリジニウム
、エーテル、アルデヒド、ケトン、エステル、アミド、カルボニル、チオカルボニル、ス
ルファート、スルホナート、スルホン酸、スルフィド、スルホキシド、ホスフィン、ホス
ホニウム、ホスファート、ホスホナート、ニトリル、メルカプト、ニトロ、ニトロソ、ス
ルホン、アシル、酸無水物、アジド、アゾ、シアナート、イソシアナート、チオシアナー
ト、イソチオシアナート、カルボキシラート、カルボン酸、カルバマート、カルバミド、
シリル、シロキシル、シランまたはその組み合わせである、水素、アルキル、アリール、
アリールアルキルまたはアルキルアリール以外の置換基；または、
（６）水素であり；
ここで、Ｒ3、Ｒ4、Ｒ5、Ｒ6およびＲ7の２つ以上は一緒に結合して環を形成することが
でき、Ｒ3、Ｒ4、Ｒ5、Ｒ6およびＲ7の２つまたは３つは水素である、化合物。
【請求項１５】
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　次式の化合物であって、
【化２１】

式中、
（ａ）ＲaおよびＲbはそれぞれ、他方から独立して、
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（ｉ）水素；
（ｉｉ）約１から約１００個の炭素を有するアルキル中にヘテロ原子が場合によって存在
してもよい、置換および非置換のアルキルを含むアルキル；
（ｉｉｉ）約６から約１２個の炭素を有するアリール中にヘテロ原子が場合によって存在
してもよい、置換および非置換アリールを含むアリール；
（ｉｖ）約７から約１００個の炭素を有するアリールアルキルのアリールまたはアルキル
部分のいずれかにヘテロ原子が場合によって存在してもよい、置換および非置換のアリー
ルアルキルを含むアリールアルキル；または
（ｖ）約７から約１００個の炭素を有するアルキルアリールのアリールまたはアルキル部
分のいずれかにヘテロ原子が場合によって存在してもよい、置換および非置換のアルキル
アリールを含むアルキルアリールであり；
（ｂ）Ｒ1およびＲ2はそれぞれ、他方から独立して
（ｉ）Ｒ1およびＲ2の少なくとも１つが水素以外であることを条件として、水素；
（ｉｉ）Ｒ1およびＲ2がともにアルキルであるときＲ1およびＲ2の少なくとも１つは少な
くとも約６個の炭素を有することを条件として、約１から約１００個の炭素を有するアル
キル中にヘテロ原子が場合によって存在してもよい、置換および非置換のアルキルを含む
アルキル；
（ｉｉｉ）約６から約１２個の炭素を有するアリール中にヘテロ原子が場合によって存在
してもよい、置換および非置換のアリールを含むアリール；
（ｉｖ）約７から約１００個の炭素を有するアリールアルキルのアリールまたはアルキル
部分のいずれかにヘテロ原子が場合によって存在してもよい、置換および非置換のアリー
ルアルキルを含むアリールアルキル；または
（ｖ）約７から約１００個の炭素を有するアルキルアリールのアリールまたはアルキル部
分のいずれかにヘテロ原子が場合によって存在してもよい、置換および非置換のアルキル
アリールを含むアルキルアリールである、化合物。
【請求項１６】
　次式で表される、請求項１５に記載の化合物。
【化２２】

【請求項１７】
　次式で表される、請求項１５に記載の化合物。
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【化２３】


	header
	written-amendment

